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　　Both　hematological　and　ultrastructural　changes　of　the　bone　marrow　and　spleen　were　examined
in　rats　receiving　methylcellulose　（MC）　and　undergoing　either　sham　splenectomy　or　splenectomy．　A
dose　of　2　ml　of　2．50／o　methylcellulose　solution　was　administered　intraperitoneally　three　times　a　week
until　a　total　of　16　ml　was　reached．
　　A　decrease　of　hematocrit　and　an　increase　of　reticulocytes　were　observed　after　MC　administration
in　both　sham　splenectomized　and　splenectomized　groups．　There　were　no　significant　differences　in
the　range　of　the　hematological　changes　between　the　two　groups．
　　In　the　spleen　of　sham　splenectomized　rats，　macrophages　which　phagocytised　MC　vacuoles　in－
creased　in　number　following　MC　administration．　These　MC　vacuoles　gradually　grew　larger　and
macrophages　consequently　gathered　and　fused　with　each　other，　forming　a　granuloma．　MC
phagocytosis　was　not　observed　in　any　granulocytes，　reticular　cells　or　sinus　endothelial　cells．
　　In　bone　marrow，　macrophages　with　MC　vacuoles　were　observed　as　in　the　spleen．　However，　unlike
in　the　spleen，　the　cell　fusion　of　macrophages　was　infrequent　in　the　bone　marrow．　Phagocytosis　was
not　observed　in　any　granulocytes，　reticular　cells，　sinus　endothelial　cells　or　adventitial　cells．　There
was　no　significant　histological　difference　between　sham　splenectomized　and　splenectomized　groups
in　the　bone　marrow．　There　were　no　apparent　morphological　changes　in　granulocytes，　erythrocytes
or　megakaryocytes，　in　either　spleen　or　bone　marrow．
　　It　was　speculated　that　anemia　caused　by　MC　administration　in　rats　depends　not　only　on　hyper－
splenism　but　on　activation　of　the　mononuclear　phagocyte　system　（MPS）　of　other　organs　including
the　bone　marrow．
　　The　histological　difference　between　the　spleen　and　bone　marrow　might　be　due　to　either　differ－
ences　in　the　microenvironment　or　the　limited　bone　marrow　space　which　is　enclosed　tightly　by　bone．
　　Reticular　cells　and　sinus　endothelial　cells　of　the　spleen　and　bone　marrow　work　essentially　in　a
different　manner　from　macrophages　concerning　phagocytosis，　functioning　as　non－professional
（1992年5月29日受付，1992年6月25日受理）
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phagocytes．
緒 言
　Methylcellulose（以下MC）はラットにおいて
脾にマクロファージ由来の多核巨細胞による肉芽腫
を形成し，貧血をきたすことが知られており’）～3），脾
機能充進がその機序として推定されている．また，
マウスでは肝造血のモデルとして提唱されてい
る4）．
　他方，造血における造血微小環境については
Trentinら5）による提唱以来その重要性が認識され
ており6＞～8＞，Dexterら9）による骨髄長期培養法の確
立によってその詳細が明らかにされつつある．さら
にマクロファージは近年解明されつつあるサイトカ
イン連鎖の中でその重要性が注目されている．
　そこで今回著者らはMCをラットに投与し，その
骨髄および脾臓を電子顕微鏡にて観察し，単球マク
ロファージ系，細網細胞，静脈洞構成細胞などの形
態と血液学的な変化を経時的に観察し，MCの造血
および造血微小環境に対する影響を観察した．
実験方法
　1．実験動物及び実験群：Wistar系雄性ラットを
一定期間動物舎で飼育し，体重が200g前後となっ
たところで実験に用いた．22匹に偽摘脾術を施行し
A群，7匹に摘脾術を施行しB群とし，術後7日目
よりMCを投与した．8匹を無手術，　MC非投与で
A，B群と同じ条件で飼育しC群（対照）とした．
　2．薬剤及び投与方法：400cpmメチルセルロー
ス（和光純薬）を蒸留水で2．5％に溶解し，A群及
びB群に対し1回2ml，1週3回腹腔内注射，最大
16mlまで投与した（Fig．1）．
　3．観察項目：Fig．1のごとく投与前，　day　4（4　m1
投与），day　11（10　ml投与），　day　18（16　ml投与）
にヘマトクリット，白血球数，網赤血球数を算定し
た．動物はday　4，　day　11及びday　18に頸椎脱臼に
て屠殺し，脾臓，肝臓および骨髄を採取した．また
投与前及び組織採取時に体重を測定した．
　4．標本作成及び光学的，電子顕微鏡的観察：採
取された脾臓は細切し，大腿骨は長軸に沿って半割
しKarnovskyの固定液にて固定した．光顕用組織
はアルコール系列による脱水後hydroxyethyl
metacrylate　（JB　4　Embedding　kit，　Polyscience
Inc．）に包埋し，ガラスナイフにて薄切しMay－
GrUnwald－Giemsa染色を行い観察した．
　電顕用組織はカコジル酸バッファーで洗浄後1％
オスミウム酸により1時間の後固定を行い，アルコ
ール系列で脱水し，エポン812に包埋した．エポン
包埋ブロックは，Porter－Blumウルトラミクロトー
ムにて光顕切片及び超薄切片を作製し，光顕用切片
はトルイジンブルー染色を行い，超薄切片は酢酸ウ
ラニル及びクエン酸鉛の二重染色を施し日立H200
透過型電子顕微鏡で観察した．
実験結果
　1．体重
　Table　1のごとく築紫（day－1）に比較し，　day　11
ではC群で21％の増加をみたのに対し，A群，　B
群ではそれぞれ28％，38％と増加傾向が大であっ
た．day　18ではC群は35％であったが，　A群は
23％とやや減少し，B群は49％と増加傾向が著明
だった．
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Fig．　1　Schedule　of　the　experiment
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Table　1　Body　weight　（g） Table　3　Leukocyte　counts　（／mm3）
group day　一1 day　11 day　！8 day　－1　day　4　day　ll　day　18
group　A
group　B
group　C
210．6±17．8　270．0±29．2　260．0±49．7
　（N＝8）　（N＝5）　（N一＝4）
201．2±21．8　270．6±24．6　301．2±41．7
　（N＝8）　（N＝5）　（N－4）
192．5±10．4　233．0±　7．4　26！．0±　7．4
　（N－8）　（N＝4）　（N＝4）
group　A　16308．5　9800．0　13068．8　17933．3
　　　　±3662．5　　±3335．6　　±7203．2　　＝ヒ3866．7
　　　　　（N＝7）　（N＝13）　（N＝9）　（N＝6）
group　B　16717．5　24566．0　18520．0　15160．0
　　　　±4778．3　±5159．7　±6436．4　±6737．2
　　　　　（N－4）　（N＝3）　（N＝5）　（N＝4）
Table　2　Weights　of　spleen　and　liver　（g）
Table　4　Hematocrit　（O／o）
Spleen day　11 day　18 day－1　day　4day　ll　day　18
group　A　2．46±O．41　3．36±1．25
group　C
　（N＝5）　（N－4）
O．88±O．13　1．27±O．15
　（N－4）　（N－4）
group　A　45．5　　40．3　　41ユ　　39．5
　　　　　±4．2　±3．1　±1．7　±1．0
　　　　　（N－11）　（N＝12）　（N＝10）　（N＝4）
group　B　44．8　37．5　42．4　39．5
　　　　　±3．3　±2．1　±3．3　±1．3
　　　　　（N－4）　（N＝3）　（N＝5）　（N＝4）
liver day　11 day　18
group　A　12．64±1．95　13．70±1．38Table　5　Reticulocytes　（O／o）
　（N＝5）　（N＝4）
13．25±3．18　13．45±2．68
　（N＝4）　（N＝4）
8．40±1．29　9．97±1．19
　（N＝4）　（N＝4）
day－1　day　4day　ll　day　18
group　B
group　C
　2．脾重量
　C群はday　1！，　day　18でそれぞれ0．88±0．13　g，
1．27±0．15gであるのに対してA群ではそれぞれ
2．46±0．41g，3．36±1．25　gと有意に増加した（p＜
O．Ol，　p〈O．05）　（Table　2）．
　3．肝重量
　C群はday　11，　day　18でそれぞれ8．40±1．29　g，
9．97±1．19gであるのに対して，　A群ではday　11，
day　18でそれぞれ12．64±1．95　g，13．70±1．38　gと
それぞれ有意の増加をみた（p＜0．01）．
　B群でも　day　ll，　day　18で13．25±3．18　g，
13．45±2．67gとコントロールに比べやはり有意に
増加していたが（p＜0．05），A群とB群との問で
は差はみられなかった（Table　2）．
　4．白血球数
　A群ではday　4で二値に比べ有意な減少を示した
が（p〈0．01），以後増加しday　11及びday　18では
前値と差を認めなかった（p＜0．05）．
　B群では全経過で引値と差を認めなかった
group　A　！6．3　41．2　49．1
　　　　　±7．0　±20．5　±17．2
　　　　　（N＝10）　（N＝12）　（N＝10）
group　B　19．0　50．7　54．0
　　　　　±4．5　±8．1　±8．5
　　　　　（N－4）　（N＝3）　（N－4）
　41．5
±　15．8
（N　＝6）
50．0
±8．5
（N　一　3）
（Table　3），
　5．ヘマトクリット値
　A群ではday　4にて前値に比し有意に減少し
（p〈0．01），その後も回復をみなかった．
　B群ではA群に比して差はみられなかった
（Table　4）．
　6．網赤血球数
　網赤血球はA群，B群ともにday　4にて著増し
（p＜0．01），その後もこのレベルを保った（Table
5）　．
　7．光学顕微鏡的観察
　1）脾臓
　a）A群
　白色脾では経過中どの時期においても基本的に変
化は認められず静脈洞内皮，細網細胞，マクロファ
ージを含む白色脾内のどの細胞にもMC貧食空胞
は認められなかった．しかし経過に従い脾全体に占
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める白色脾の比率は減少する傾向がみられた．
　赤色脾はday　4では原形質に小型のMC貧食空
胞を1から数個認めるマクロファージが目だつよう
になった．day　11になるとマクロファージ内のMC
空胞はその数を増し大型化するものが多く認められ
るようになった．時に2つのマクロファージが融合
して多核細胞を形成している像が認められた．day
18になるとこの傾向はさらに著明になり，赤色脾の
一部には多数の融合したマクロファージにより肉芽
腫を形成した部分も認められた．静脈洞内皮，細網
細胞は，白色脾と同様に経過を通じてMC負食空胞
はみられなかった．穎粒球，赤芽球，巨核球などの
他の細胞成分は形態学的にも数的にも明らかな変化
はみられなかった．
　b）C群
　白色脾は大部分を小型リンパ球で形成され脾全体
のほぼ1／3程度を占めていた．リンパ球の問にはや
や大型の細網細胞が散在して認められた．
　赤色脾は赤血球，穎粒球，血小板，マクロファー
ジ，赤芽球，巨核球が密に認められ，特に後2者は
しぼしば集籏して認められた．造血細胞間には多数
の静脈洞及び細網細胞が認められた．
　2）骨髄
　a）A群
　day　4では少数ではあるがマクロファージの一部
にMC小空胞を持つものがみられた．　day　11になる
と小空胞を持ったマクロファージは増加し全体に散
在して認められるようになった．day　18になると空
胞は大型化の傾向を示し時に2つの細胞が融合して
多核巨細胞を形成したものも認められた．しかし脾
と異なり肉芽腫を形成するようなマクロファージの
集籏はみられなかった．
　静脈洞内皮細胞や細網細胞には全経過を通じて
MCの貧食像はみられなかった．また穎粒球，赤芽
球，巨核球などの他の造血細胞には形態学的な変化
はみられなかった．
　b）B群
　B群でもA群とほぼ同様の変化を示し，day　4よ
りマクロファージの一部にMCの小空胞を持つも
のが次第に増加し，day　18には多核巨細胞を形成し
たものも認められた．これらの変化は形態的にも数
的にもA群と明らかな相違は見られなかった．静脈
洞内皮細胞や細網細胞，穎粒球，赤芽球，巨核球な
どの他の造血細胞についても，A群との違いはみら
Fig．　2　White　pulp　of　the　spleen　（day　11）．
　　Both　lymphocytes　and　reticular　cells　are
　　intact　in　the　white　pulp　of　the　spleen．
れなかった．
　c）C群
　骨髄は過形成で穎粒球，赤芽球，白面球等の造血
細胞で占められ，造血細胞間には静脈洞，細網細胞
が散見された．赤芽球はしぼしばいわゆる赤芽球島
を形成し，マクロファージを中心として集籏して認
められた．脂肪細胞はほとんど認められなかった．
　8．電顕的観察
　1）脾臓
　a）A群
　白色白ではMC投与によってもリンパ球の形態
に変化は認められなかった．細網細胞はMC最大投
与後も吐出空胞はみられずマクロファージでもMC
の面食空胞はわずかしか認めなかった（Fig．2）．
　赤色脾ではMC投与により穎粒球系の数，細胞分
画，細胞内微細構造の変化はみられず，MCを貧食
する細胞はみられなかった．赤芽球，血小板，巨核
球でも明らかな形態的な変化は認められなかった．
細網細胞では核膜周囲腔及び粗面小胞体の拡大する
ものが一部認められたが，MCの貧食はみられなか
った．静脈洞内皮細胞では形態的変化を認めず，MC
の貧食はみられなかった（Fig．3）．マクロファージ
はday　4ではほとんどの細胞の原型質内に電子密度
の低いMCの貧食空胞を1から数個認めた．これら
の空胞は1層の膜で覆われ周辺部には1次ライソゾ
ームと思われる電子密度の高い物質が部分的に縁ど
る様に存在していた．貧食空胞はday　11では相互に
融合して大型化する傾向がみられた（Fig．4）．更に
day　l8になると2から数個のマクロファージがお
互いに融合し多核の大型細胞を形成し，原形質内に
（4）
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Fig．　3　Spleen　sinus　of　the　sham　splenectomized
　　rat　（day　11）．
　　Cells　of　the　spleen　sinus　wall　are　uninjured　by
　　MC　vacuoles．
ば．
、窯
騒1鎌
Fig．　5　Plasma　cells　in　the　spleen　red　pulp
　　（day　18）．
　Three　plasma　cells　are　observed　among　the
　　MC　phagocytised　macrophages．
Fig．　4　Macrophages　of　the　spleen　red　pulp
　　（day　11）．
　　A　large　fused　macrophage　with　two　nuclei
　　and　a　large　MC　vacuoles　is　observed．
　Fig．　6 Monocytes　of　the　bone　marrow
　　　（day　11）．
　　 Three　monocytes　are　observed　among　the
　　　n utorphiis．　They　do　not　carry　MC　vacuoles．
多数のマクロファージの貧食空胞を含むようにな
り，肉芽腫を形成した．またday　11，　day　18では赤
色脾内に形質細胞が増加し，しばしば集幽してみら
れた（Fig．5）．
　b）C群
　白色脾は細網線維を伴う細網細胞の網目構造の中
にリンパ球が主体を占め，その間にマクロファージ，
形質細胞が少数散在性に認められた．リンパ球はほ
とんどが小リンパ球で，核は類円形で少数のミトコ
ンドリアと粗面小胞体を含む以外には細胞内小器官
に乏しく，時に1，2個の小穎粒を認めた．
　赤色脾は正常対照群では穎粒球系細胞，巨核球，
血小板，赤芽球および赤血球で満たされており，そ
の間にはマクロファージ，静脈洞及び細網細胞の網
目構造が認められた．穎粒球は好中球が大部分を占
め成熟細胞が優位であった．二二球は幼若なものか
ら成熟したものまで認められ，しばしば集籏傾向が
みられた．赤芽球は集懲性に種々の成熟段階のもの
がみられ，中央にマクロファージを伴った赤芽球島
を形成するものもみられた．細網細胞は原形質の外
側に細網線維を伴い細胞質突起を造血細胞間に伸展
させて網目構造を形成していた．細胞質はミトコン
ドリア，粗面小胞体が少数認められ，時に微細線維
がみられる以外には細胞内小器官に乏しかった．細
網細胞はしばしば静脈洞の外側を被い外皮細胞様の
形態を示していた．静脈洞は1層の内皮細胞で覆わ
れ管腔面ではしぼしば飲小胞（pinocytotic　vesi－
cles）が認められた．内皮細胞の外側は1層の基底膜
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Fig．　7　Macrophage　of　the　bone　marrow
　　（day　4）．
　　A　macrophage　with　two　small　MC　vacuoles
　　is　observed．
Fig．　8　Macrophage　of　bone　marrow　（day　18）．
　A　huge　MC　vacuole　and　some　small　ones
　　occupies　the　cytoplasm　of　a　macrophage．
　　Some　lysosomal　granules　open　to　these
　vacuoles．
で覆われその外側は前述の細網細胞の原形質が裏打
ちするように接していた．管腔内は赤血球，血小板
等の成熟細胞で満たされていた．内皮細胞と細網細
胞とはしばしば非常に類似しておりどちらが管腔側
であるのか判別が困難なものもみられた．マクロフ
ァージは上述の赤芽球島の中心細胞として以外にも
赤色脾の造血細胞間にしばしば認められ，原形質内
には一次及び二次ライソゾームを含み，ゴルジ装置
も良く発達して認められた．
　2）骨髄
　a）A群
　MC投与によりday　4には鶴形でクロマチンの微
細な核を持ち1～2個の核小体を有し原形質内に多
数の遊離リボゾーム，発達したゴルジ装置，電子達
識驚離
心讐鍵、
　議『
欝
画一餌’
Fig．　9　Vascular　sinus　of　bone　marrow
　　（day　18）．
　　Trilaminar　structure　of　the　sinus　wall　is　well
　　preserved　and　wall　cells　do　not　carry　MC
　　vacuoles　inside．
度の比較的低い小型の穎粒を持つ，前単球および単
球が増加して認められるようになった（Fig．6）．穎
粒球も幼若なものから成熟したものまで，やや増加
する傾向が認められたが，細胞内小器官には変化は
みられず，day　18に至っても原形質内にMCの倉
食像をみることは無かった．
　マクロファージは，day　4では腎型から馬蹄型の
核の周囲に明瞭なヘテロクロマチンの凝集を認めミ
トコンドリア，粗面小胞体はかなり発達し，ゴルジ
器官は良好に発達しライソゾーム穎粒が多数認めら
れた．また原形質内にはMCによる貧食空胞が認め
られ，空胞の周辺部はライソゾームと思われる電子
密度の高い物質で縁取りされ，一部ではうイソゾー
ム穎粒がMC空胞に解放している像も認められた
（Fig．7）．day　l1，18になると，これらMC空胞は
数を増し大型化傾向を示し，時に脾と同様に2つの
細胞が融合し巨大細胞を形成するものも認められた
が（Fig．8），脾に比べ散在性でありその数も少なか
った．赤芽球島の中央にあるマクロファージも他の
部分のものと同様な変化を示し，特に相違はみられ
なかった．赤芽球はしばしばマクロファージを中心
に赤芽球島を形成して存在していたが，全観察期間
を通じて細胞に変化はみられず島中心マクロファー
ジによる鼠食の充進もみられなかった．
　静脈洞はday　18に至るまでその3層構造を保持
し，内皮，外皮細胞の断裂等の静脈洞障害はみられ
ず，細胞内小器官にも変化は認められなかった．ま
た原形質内にはMCの空胞は認められなかった
（Fig．9）．骨髄細網細胞も静脈洞外皮細胞と同様に
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MC貧食像はみられなかった．
　b）B群
　全過程を通じてA群とほぼ同様の変化を示した．
すなわち，1）単球及び前単球の増加と穎粒球の軽度
増加，2）マクロファージでのMCによる貧食空胞
の経時的増加をみたが，A群との超微形態的な相違
はみられなかった．静脈洞，細網細胞についてもA
群との相違はみられなかった．
　c）C群
　骨髄は造血細胞が相互に密着して存在し，造血細
胞の間隙には細網細胞及びその原形質突起が認めら
れた．造血細胞では穎粒球系が優位を占め，中でも
好中球系が大部分で幼若なものから成熟したものま
で各成熟段階のものが認められた．単球及び好酸球
は骨髄全体に散在性に認められたが，好塩基球は稀
にしか認められなかった．赤芽球はしばしばいわゆ
る赤芽球島を形成し，マクロファージを中心として
種々の成熟段階の赤芽球がこれを取り囲んで認めら
れ，マクロファージの原形質内には垂流残物を含む
大小多数の貧食物が認められた．マクロファージの
原形質突起は周囲の赤芽球の間隙へ侵入してみられ
た．巨核球はしぼしば集籏性に認められ静脈洞周囲
に多い傾向がみられた．骨髄静脈洞は大部分で内皮
細胞の外側に基底膜及び外皮細胞が裏打ちする三層
構造を示し，一部では基底膜または外皮細胞が欠如
する部分もみられた．
考 察
　マクロファージはAschoffによる細網内皮系の
概念の提唱以来，組織球としてその一部に考えられ
てきたが，van　Furthlo）のmononuclear　phagocyte
system（MPS）の提唱以来生体内のほとんどの部位
にある組織球，固着マクロファージは骨髄の単球に
由来し，その組織に適応したような形態に分化した
ものであることが明らかとなってきた．このため従
来細網内皮系として一緒に考えられてきた血管内
皮，細網細胞などとは起源を異にするとの考えが大
勢を占める様になってきた．しかしOzzelloら11）は
線維1生組織球腫の組織培養より組織球も一定条件下
では膠原線維産生能を持つ線維芽細胞様細胞となり
うる事を示しており，組織球，マクロファージと細
網細胞，線維芽細胞との関係はなお研究の余地を残
している．また，最近のサイトカインの研究では，
マクロファージはIL－1をはじめとする種々の細胞
問伝達物質を産生し，細胞相互作用における役割の
重要性が注目されている．
　Palmerら1）はラットに15週にわたりMCを腹
腔内に投与し，脾腫，骨髄過形成，正応性貧血，網
赤血球増多，白血球減少，血小板減少，肝脾腎への
蓄積細胞（storage　cell），マクロファージの浸潤を
認め，副脾したものでは組織学的変化は同様だが血
液的変化がみられないことより，これを脾機能並進
の実験モデルとした．
　Emmaら3）はラットにMCを投与し脾腫と溶血
性貧血をみた．この脾を電顕的に観察し，赤色脾で
の巨大空胞を持つマクロファージと形質細胞増加，
血管及び静脈洞への赤血球血小板の拒止をみとめ，
赤血球寿命の検討より溶血は脾機能前進によるが，
赤血球自体も危弱になるためと結論した．一方，
Stangら2）はマウスにおいてMC投与により赤芽球
造血の骨髄から脾へのシフトを伴った溶血性貧血と
血小板減少，CFU－Sの増加，　CFU－Cの脾，骨髄で
の増加を認め，摘脾によっても同様の血液学的変化
を認めており，これはMCで肥大化した網内心によ
り破壊されたものであるとし，マウスでは脾機能充
進のモデルとならないとした．
　今回の実験ではMC投与により脾及び肝の重量
の増加，ヘマトクリット値の減少と網赤血球の増加
が認められた．B群においてもヘマトクリット，網
赤血球の変化はA群と差を認めなかった．これは，
前面により血液学的変化がなくなるとするPalmer
の報告とは一致せず，Stangらによるマウスの実験
結果と類似していた．これはMCによる貧血と網赤
血球の変化はラットにおいても脾機能充進のみによ
るものでは無く，骨髄や肝におけるマクロファージ
の出訴能の寸進を含めたMPSが関与していると考
えられた．
　貧血と組織学的変化の関係についてみると，貧血
は脾，骨髄のマクロファージのMC空胞のまだ小さ
いday　4には出現していたが，マクロファージの増
加，MC空胞の大型化が著明になるday　18まであま
り進行しなかった．また実験経過を通じてマクロフ
ァージの赤血球虫食の増加傾向はみられなかった．
このこともMCによる血液学的変化が脾機能充血
のみによるのではないことを示唆すると思われた．
近年，活性化マクロファージより分泌したIL－1に
より刺激された穎粒球から分泌されるラクトフェリ
ンの貧血出現作用12）も言われており，血液学的変化
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はMCにより活性化したマクロファージの分泌機
能の関与も考えられた．
　脾と骨髄の違いについてみると，骨髄でもMC投
与によるマクロファージの変化は脾と同様にみられ
るが，その頻度は脾に比べるとかなり少なく，脾に
みられたような細胞融合による大型化は少なく，肉
芽腫形成はみられなかった．この骨髄と脾との相違
の原因は骨髄が骨に囲まれた制約されたスペースで
あると言う物理的理由と，骨髄と脾とでの微小環境
の違いによるものの2つが考えられた．
　マクロファージ以外の細胞については，脾の細網
細胞，骨髄の細網細胞及び静脈洞外皮細胞，内皮細
胞ではMCの凹凹は認められなかった．これらの細
胞の色素貧食に関してはAshoff以来種々報告13）が
みられるが，Westeni4）は電顕と細胞化学的検索で
これらの細胞をマクロファ．一ジから区別しており，
これらの細胞の貧食作用は“non　professional
phagocyte”としての働きであると考えられた．また
MC投与後に脾の細網細胞で粗面小胞体腔の拡大，
核膜腔拡大するものがみられ，何らかの蛋白合成促
進が示唆されたが，これらの変化とMC投与との関
係については明らかではなかった．
結 語
　1．MCを正常ラットおよび摘脾ラットの腹腔内
に投与し，その造血および造血微小環境に対する影
響を血液学的な変化，骨髄および脾臓の電子顕微鏡
的観察により検討した．
　2．A群ではヘマトクリット値の減少と網赤血球
の増加が認められた．B群でもヘマトクリット，網
赤血球の変化はA群と差を認めなかった．
　3．脾ではMC四四マクロファージを認めた．マ
クロファージは集籏，融合し肉芽腫を形成した．骨
髄でもMC貧食マクロファージが認められたが，脾
にみられたような細胞融合による大型化は少なく，
肉芽腫形成はみられなかった．脾の細網細胞，骨髄
の細網細胞及び静脈洞外皮細胞，内皮細胞ではMC
の貧食は全く認められなかった．
　4。MCによるラットの貧血は脾機能配下のみに
よるものではなく，マウスと同様に骨髄や肝におけ
るマクロファージの二食能の今町を含めたMPSの
関与している可能性が考えられる．
　5．骨髄と脾での変化の相違は骨髄が制約された
スペースであるためか，または骨髄と脾とでの微小
環境の違いによるものと考えられた．
　本研究の要旨は第43回日本血液学会総会および
第44回日本血液学会総会において発表した．
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